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暑熱環境下における運動指示による脳活動の違い 

〜真夏の運動指導の注意点〜 

 

【概要】 

スポーツや労働は真夏に限らず高温環境下で行われることがあり、熱中症予

防が重要です。安全に身体活動を行うためには、目に見えない生理・心理的変

化を理解することが重要です。持続的な運動の場合、判断力やペーシングとい

った認知機能、すなわち「脳内の見えないプロセス」もパフォーマンス発揮に

おいて重要です。体温の過度な上昇は運動や労働のパフォーマンスを低下させ

ることがありますが、身体能力的な低下の前に脳機能の低下が生じています。 

本研究では、どのような運動指示が高体温の影響を受けるのかを調査しまし

た。2種類の異なる運動（自発運動と命令運動）に注目しました。その結果、体

温が 1.5℃上昇しても、自発的に行う運動では脳活動への影響は見られませんで

した。しかし、外部からの合図で行う命令運動では、脳活動の低下が認められま

した。したがって、高

温環境で運動する際

には、自主的な運動

の方が望ましいとい

えます。逆に、受動的

な運動状況では初動

の判断力の低下に起

因した脳活動の低下

の影響があるため、

パフォーマンス評価

を慎重に行う必要が

あります。 

 

 

【研究の背景】 

毎年夏になると熱中症に関するニュースが流れ、日々注意喚起がされている

にもかかわらず、熱中症による救急搬送者数が 1,000 名を超える日もありま

す。なぜこれだけ注意喚起があるにもかかわらず、熱中症になる人が減少しな
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いのでしょうか。熱中症の初期症状として、「頭がボーっとする」「集中力が

低下する」といったものが報告されています。このような症状は、誰しも一度

は経験したことがあるかと思います。しかしこれまでの研究では、このような

症状が起きている際、脳内で実際にどのようなことが起きているのか、科学的

に証明されていませんでした。さっきまで元気に活動していた人が急に熱中症

を発症することがあります。行動からはわからない身体内部での機能低下があ

ることを理解する必要があります。 

【研究手法】 

 水循環服を着用した被験者の深部体温を制御して２種類の運動指示（自発運

動-MRCPと命令運動-CNV）に対する運動準備電位を計測しました。暑熱負荷前

と暑熱負荷中（1.5℃上昇）に実施しました。 

 

【研究成果】 

・暑熱負荷によって深部体温は 36.7℃から 38.2℃まで上昇し、心拍数は 65bpm

から 100bpm まで上昇しました。 

・異なる日に実験を行なったため、共通負荷として視覚刺激 Go/No-go 課題を

実施し、いずれの日も運動遂行および運動抑制機能が高体温で低下することを

確認しました。 

・自発運動では脳活動への影響は見られませんでしたが、命令運動では脳活動

の低下が認められました。 

【まとめと展望】 

自発運動に関わる脳神経活動は高体温でも維持されましたが、外部刺激によ

る命令運動では前頭前野領域における高体温による脳活動低下によって脳神経

活動が低下することが観察されました。自ら動く際には反応には問題はありま

せんが、指示されて運動する場合、少し応答が遅れることがあることを示して
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います。これはイヤイヤしているのではなく、外部からの指示に対する脳の反

応低下が影響していることを運動指導・管理する側は理解しておいてくださ

い。 
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